
テーマ５：森ハブ・プラットフォーム構築
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過年度の検討の流れ

森ハブで提供する⽀援機能にかかる検討は令和3年度より取り組んでおり、
今年度はこれまでの検討結果をふまえた現場実装に着⼿します

令和3年度
エコシステム形成にかかる

事例分析

令和４年度
森ハブにて組成する
エコシステムの検討

令和5年度
エコシステムの核となる
プラットフォームの組成

 海外や異分野の先進事例を調
査・検討し、⽇本の林業分野に
おけるエコシステムの形成⽅法に
ついて検討を⾏った

 エコシステムに必要な４要素と各
地のエコシステムの形成ステップを
検証し、エコシステムの中⼼となる
コミュニティ機能の構築やコーディ
ネーターの重要性を提⾔した

 令和3年度の検討結果をふまえ、
どのようにコミュニティ機能を構築
するか検討を⾏った

 ⽇本各地の先進事例やスマート
林業構築普及展開事業の推進
地域等へのヒアリングを⾏い、地
域の実態やどのような事業、⽀
援の在り⽅が適切か検討した

 検討結果をふまえ、森ハブ⽀援
地域とマッチングさせるコーディネー
ター案を導出した

 過年度の活動をふまえ、プラット
フォームの構築と参加者のニーズ
把握にかかる取組を⾏う

 また森ハブによる⽀援実績を創
出するため、先⾏して導出した⽀
援地域やデジタル林業戦略拠点
選定地域と連携し、コーディネー
ターによる事業⽀援を⾏う
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森ハブを中⼼としたエコシステム形成

森ハブを中⼼としたエコシステムの形成においては、プレイヤーが集える「場」を整え、
ネットワークを形成し、ビジネスマッチングを推進していく段階となります

多様なプレイヤー
参⼊

③ネットワーク
形成

④ビジネス
プロデュース

⑤情報発信

 エリア内外のプレイヤーの課題・
ニーズからビジネスマッチングを⾏い、
連携に向けた⽬線合わせを⾏う

 産・官・学・キープレイヤーとのリレー
ションを形成する

 事業の段階や事業領域に応じて、
知財戦略や事業計画等を⽀援
する

 テーマやプレイヤー等に合わせて適
切かつ柔軟に⽀援する

 国内外の関⼼を呼ぶエリアの特
徴の打ち出しやテーマの設定をし、
分かりやすく魅⼒的なPR戦略を
策定する

 成功事例の輩出と効果的な対
外発信によるブランド化を通じて
更なるプレイヤーや投資を呼び込
む

②「場」の構築①リソース

 エリアに⽴地するプレイヤーが集う場
所・コミュニティを作る

 エコシステムの⽬指すべき⽅向性を
明確にする
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検討した森ハブの⽀援内容

森ハブの⽀援内容や有すべき機能については
過年度事業にて先進事例や地域へのヒアリングを通じて検討しています

場の形成（プラットフォーム） 実証プロジェクトの展開

事業化⽀援の展開情報発信

これからの開発や技術普及に向けた課題の精査と設定
テーマの設定・課題の共有
課題の解決に向けた議論・検討・ヒアリング・
学びの場の創出
多様なプレイヤーが集うコミュニティの形成
プレイヤー間のネットワーキング

意欲あるプレイヤーをマッチングする環境の整備

共通課題の解決に向けた
プロジェクトの組成

組成されたプロジェクトの事業化に向けた
⼀連の流れのサポート

（実証、ビジネスモデル構築、事業計画・
知財戦略の策定、資⾦調達等）

国内外の様々なプレイヤーの関⼼を呼ぶ
テーマの設定・PR

成功事例の発信による新たなプレイヤーの呼び込み

地域の取組、技術、⾦融、⼈材に関する情報の集積

地域コアプレイヤーや
コーディネーターへの
助⾔・アドバイス
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森ハブ・プラットフォームの全体像

設置する森ハブ・プラットフォームでは課題の把握・共有やイベントを通じた交流機会の創出、
並びにコーディネーターによる具体的な事業者⽀援を⾏います

異分野事業者

シーズを有する事業者

シーズ

ニーズ

地⽅⾃治体

林業事業体

コーディネーター候補

他のプラットフォームとの連携

会員へのアプローチ

イベント開催 課題の
把握・共有

交流機会の
創出

プロジェクトへの貢献
（コーディネーターの派遣）

デジタル林業戦略拠点採択地域
森ハブ
⽀援地域

次年度に向けた活動

ヒアリング調査 広報・取組結果報告
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⼊会までの流れ

⼊会は申し込みフォームより受け付け、事務局の審査を経て許可を⾏います
会員は他参加者の課題やシーズの把握ができ、イベント等を通じた交流機会を得られます

申し込みフォームより申請 事務局による審査 事務局による申請内容確認 アンケート・紹介シート対応

会員に向けたサービス内容

 森ハブHP内に設置する申し込み
フォームより必要情報を記⼊し申請

 申請内容をふまえ
事務局にて⼊会可否を判断する  事務局より⼊会審査結果を通知  事務局より、アンケートと紹介シート

の対応を依頼する

会員間で各社のニーズ・シーズや取組み
たいプロジェクトの内容を共有できる資
料（※紹介シート）を⽤意し、相互で
連携が取れる仕組みを提供する

イベント開催課題の把握・共有 交流機会の創出

会員ニーズをふまえ、イベントを企画し、
興味関⼼が⾼い分野にかかるインプット
の場を提供する

紹介シートやイベントでの交流を通じて
⾃主的な事業組成を促すとともに、ニー
ズに応じ、マッチングに⽀援や次年度に
向けた活動⽀援を⾏う
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次年度事業に向けた会員へのアプローチ（※テーマ４にて実施）

その他、会員に対するアプローチとして、ニーズ・シーズ調査をふまえた次年度以降の森ハブ
⽀援候補地域の検討を⾏います

（1次調査）
森ハブ会員へのアンケート調査

• 会員に対し、各地の課題や今後の取組に対する意向を確認するアンケートを実施する
• アンケートは森ハブへの要望や意⾒の吸い上げも兼ねることで、プラットフォームの有効化にも
つなげる

（2次調査）
アンケート結果をふまえた
地域へのヒアリング

（3次調査）
地域内プレイヤーへの調査

候補地域リストの作成 / 次年度以降の取組の検討

• アンケート結果をもとに、対象地域を選出し、個別ヒアリングを⾏う
• 対象地域は、令和4年度事業にて検討したモデル事業実施地域の選定⽅針を参考とする

• 個別ヒアリングを⾏った地域の中から絞り込みを⾏い、地域内プレイヤー（主に林業事業者
を想定）に対しても同様のヒアリングを⾏い、課題の深堀と解決策検討を⾏う
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今年度事業の展開

森ハブ・プラットフォームにかかる年度内の活動予定は下記のとおりです

Timeline（Months）

2023 2024

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

＜Milestone＞

 あるべき姿の検討

 PF設置・参加促進

 課題抽出
 イベント開催

 プロジェクト
 WG組成⽀援

報告書
提出

第3回
専⾨委員会

第1回
専⾨委員会

アンケート分析
会員向けアンケート

PF開設
会員募集開始

会員募集

会員向け
Kickoffイベント

マッチング⽀援

シンポジウム第2回
専⾨委員会

実施時期
検討中

実施時期
検討中



Appendix

14



15

【参考資料：林業イノベーション推進シンポジウム（パネルディスカッション投影資料）】

先⾏事例︓建設機械施⼯の⾃動化・⾃律化協議会

国⼟交通省：https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/constplan/sosei_constplan_tk_000049.html

建設分野では、新たな領域となる⾃動化・⾃律化・遠隔化技術について、現場状況を踏まえた適切な安全対策や
関連基準の整備等により開発及び普及を加速化させ、⾶躍的な⽣産性向上と働き⽅改⾰の実現を⽬的に、関係す
る業界、⾏政機関及び有識者からなる分野横断的な「建設機械施⼯の⾃動化・⾃律化協議会」が設置されている。

林業分野では、
ここまでの体制
はまだ難し
い？！
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【参考資料：林業イノベーション推進シンポジウム（パネルディスカッション投影資料）】

林業機械⾃動化WGのイメージ

林業事業体︓
堀江林業
北はりま森林組合、他

⾃動運転サービス︓PAD
建機メーカー
諸岡

センサーメーカ︓
ビズステーション

研究所︓森林総研
⼤学︓東京農⼯⼤学

建機メーカー
⽇本CAT
住友建機
機械メーカー
オカダ南星
松本システムエンジニアリング
機械メーカー
CANYCOM

⾏政︓林野庁

IT・クラウド・インフラ︓
マプリィサービス︓

丸太計測アプリ連携、他

産学官連携のプラットフォームを設⽴し、林業機械の⾃動化・遠隔操作化における
課題や対策等について情報を共有し、⺠間主導で⾃動化を加速させる。

林業機械⾃動化WG

機械商社
サナース

学術団体︓森林利⽤学会

関係団体

森林経営者

航測・コンサルタント会社

通信インフラ︓
回線事業者、他

⿊字︓現在取り組んでいる団体
⻘字︓声をかけて賛同している団体
⾚字︓参加を⾒込んでいる団体
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【参考資料：林業イノベーション推進シンポジウム（パネルディスカッション投影資料）】

森ハブプラットフォーム（仮称）イメージ

林業機械⾃動化
WG

デジタル︖
WG

森林内通信︖
WG

産学官連携のプラットフォーム。森ハブ事務局は、⺠間主導で設⽴されたWG同⼠の連携
やつなぎも担いながら、場の形成をサポート。異分野から林業への参画もサポート。林業イノ
ベーションの課題や対策等について情報を共有し、林業イノベーションを加速化。

R５年度から
登録フォーム
設置予定

林業事業者

メーカー

林業サービス事業体

異分野

⾏政

⼤学

研究機関
連携をサポート
森ハブ事務局

コーディネーター

場の形成

参画もサポート

○情報提供
・プラットフォーム登録状況やWGの動き
・森ハブからの情報
(林業イノベーションに関する情報）
○勉強会等イベントの周知
○事務局からの紹介(マッチングサポート)

ほか
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【参考資料：林業イノベーション推進シンポジウム（パネルディスカッション投影資料）】

◆林業イノベーションを進めていくには、様々な分野の皆さまの
知⾒や連携が必要です。
◆ また、イノベーションを起こすためには、場の形成が⼤事です。
◆森ハブプラットフォーム（仮称）は、様々な場の形成づくりを
加速化させていきます。
◆森ハブでは、皆さまに、来年度プラットフォームへの参画の募集
を予定しています。
◆皆さまの参画によって、林業イノベーションを加速化させて
みませんか。
◆森ハブプラットフォーム（仮称）への参画の募集は、
令和５年夏頃に森ハブHPでお知らせする予定です。
森ハブHP

（https://www.rinya.maff.go.jp/j/kaihatu/morihub/morihub.html）

森ハブプラットフォーム（仮称）へ参画しませんか︖


